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土工事・基礎工事・コンクリート工事

土木施工の基礎技術
“土木施工管理技士”に求められる一般知識
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はじめに

社会の生活基盤を造る土木施工技術は人類最古の技術であり，科学
技術の原点であるとされている。土木構造物の代表である橋，トンネル，河
川堤防，海岸堤防，ダムなどの多くは土構造およびコンクリート構造となって
いる。科学技術の急速な進歩に伴って土木技術も進歩しており，新しい土
木材料の開発・活用，施工機械の性能向上・自動化技術の開発，ＩＣＴ技術
による施工方法・管理方法への活用などが実用化されてきている。しかし
ながら，科学技術が進歩しても，構造物を造る普遍的な要素技術は，土を
動かす，基礎を造る，構造体を造る，の三つである。そこで本書は，土木施工
技術の基本技術であり，近年多発する水害等の災害復旧に向けたあらゆ
る土木構造物構築の前段に必要な「土工」，「基礎工」，「コンクリート工」を
中心に組み立てられている専門書となっている。
近年，技術に関する専門書が書店からどんどん消えており，並ぶのは資
格対策本ばかりである。確かに技術に関する専門用語や専門知識は，ネ
ット検索で得る時代であり，誰もが早く簡単に無料で知識を得られる大変
便利な時代となった。しかし，果たしてそれだけでよいだろうか。ネットでは
浅い知識だけしか得られず，どのような理論や経験でそのような技術が生
まれたのかの背景を知ることができない。そのような背景を知っていなけれ
ば，その技術を応用することができず，また，新たな技術を生み出すことがで
きないと考える。やはり若手技術者においては，良書を手元においてじっくり
と勉強することを行ってもらいたいと願っている。
一方，我々土木工学に携わる者としては，土木工学科を名乗る大学が
極めて少なくなっており，10校にも満たない現状に危惧を抱いている。環境
，都市，社会，デザインなどの綺麗な文字を冠した学科名が多くなってきてお
り，建設業界からは何を学ぶ学科なのかが分かりづらいとの評もある。さら
に，大学での土木系学科のカリキュラムから施工系の科目が減少し，中に
は施工系の科目が全くないという大学もあり，土木技術者を輩出する教育
機関としての役割に疑念を抱く今日である。
本書は，土木施工技術に関する入門書や専門書が極めて少ない現状

を鑑み，
・大学の施工系科目の講義で使用できる内容にすること
・土木技術者が施工技術に関する実務的な知識を習得できるような
専門書的内容にすること
・１級・２級土木施工管理技士試験や公務員試験の土木一般（土工，
コンクリート工，基礎工）の受験対策として活用できる内容にすること
の３本柱を念頭において編纂した。少しでも多くの土木技術者に活用

していただければ幸いである。

2020年 1 月
渡　部　　正
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１．基礎工事の概説

（１）基礎工の種類
　基礎工は，直接基礎，杭基礎，柱状体基礎に分類され，基礎に作用する荷重の大きさ（後
述の鉛直荷重，水平荷重など），地盤条件によって決定される。支持地盤が浅い場合は直
接基礎，深い場合は杭基礎あるいはケーソン基礎となる。また，水平力が大きい場合は基

　本章では基礎のほかに，土留め工法，アンダーピニングについても述べる。
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状体基礎 ケーソン基礎 オープンケーソン工法

ニューマチックケーソン工法

その の 状体基礎 鋼管矢板基礎

地中連続壁基礎

状体深礎基礎

図 3-1-1　基礎工の分類
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１．コンクリート用材料

（１）セメント
　コンクリート工事に用いるセメントは，構造物の種類・性能，断面寸法，気象条件，施
工方法などに応じて，所要の品質のコンクリートを経済的かつ安定的に得られるように選
定する必要がある。JIS に規定されているセメントには，ポルトランドセメント，混合セ
メントである高炉セメント，シリカセメント，フライアッシュセメントおよびエコセメン
トがある。ポルトランドセメントには，普通，早強，超早強，中庸熱，低熱および耐硫酸
塩の 6種類がある。混合セメントには，混和材の分量によってＡ種，Ｂ種，Ｃ種がある。

一般の土木構造物の施工に用いられているのは普通ポルトランドセメントと高炉セメント
Ｂ種である。高炉セメントＢ種は，潜在水硬性を有する高炉スラグを混和材として用いて
おり，長期強度の増進，アルカリシリカ反応の抑制効果，塩化物イオン侵入の抑制，水密
性の向上などの効果がある。また，産業副産物である高炉スラグを使用していることから
グリーン購入法による特定調達品目に指定されているため，近年の使用例が多くなってき
ている。ただし，コンクリート打込み後の湿潤養生を十分に行わないと，それらの効果が
発揮できなくなるので注意が必要である。フライアッシュセメントは，ポゾラン反応性を
有するフライアッシュを混合材として用いており，水和発熱の低減，流動性の向上，長期
強度の増進，自己収縮・乾燥収縮の低減，水密性の向上およびアルカリシリカ反応の抑制
効果などの特徴がある。これら混合セメントは，気温が低い時に使用すると凝結遅延を生
ずる場合があるので注意が必要である。
　なお，ダムのようにコンクリートを大量に連続的に施工するマスコンクリートでは，水
和発熱をできるだけ低減するため，中庸熱ポルトランドセメントやフライアッシュセメン
トおよび中庸熱ポルトランドセメントにフライアッシュを混合したセメントを用いる場合
が多い。

（２）練混ぜ水
　練混ぜ水は，コンクリートのワーカビリティー，凝結，強度の発現，体積変化などの品
質に悪影響を及ぼさず，鋼材を腐食させるような有害な物質を含んではならない。JIS A 
5308「レディーミクストコンクリート」付属書Ｃ「レディーミクストコンクリートの練混
ぜに用いる水」では，練混ぜ水として上水道水，上水道水以外の水，および回収水の 3つ
に区分している。
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詳細･無料体験版･ご購入はこちら

※ご記入いただいた個人情報は、ご希望がある場合を除き、本件のお申し込み以外には使用いたしません。今後、当会発行の雑誌・書籍・電子媒体および講習会等の案内を希望される場合は、
　備考の該当欄を○で囲んでください。なお、送本等の一部業務は、守秘義務を含む業務契約を締結した協力会社に委託することがあります。

希望する

フリガナ

官公庁・
会 社 名
フリガナ フリガナ

部 署 名

住　  所

電話番号

アドレス

備　  考

〒 都道
府県

郡・区
市

個人宛に案内等送付希望の方は○で囲んでください。

担当者名

Eメール

1. 郵便振替（振替手数料無料） ※コンビニ支払可
2. 銀行振込（振込手数料はご負担願います）

支払方法
【選択】

当会からの
案内

●お申込み承り後、請求書（官公庁：見積書・納品書を含む）と、支払い方法で選択された振込のご案内を送付し、商品を提供いたします。
●代引きおよびHP上のカード決済の取り扱いはしておりませんので、ご了承ください。 

お支払いに
つきまして

HPでのご注文は
送料サービス

FAXでのご注文は
送料450円（税込）
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（１）土構造物の概要
　土構造物とは，その名のとおり，土（岩石などを含む）を材料として構築される構造物
の総称である。土は粒状体である土粒子と水および空気から成る三相構造を呈している（図

化学的性質や粒度などの物理的性質の違い，さらには上載荷重などの外的要因によっても
強度・変形特性に違いが生じる材料であることから，土構造物構築の際には，材料種別や
施工環境，用途に応じた適切な施工・管理方法が求められる。
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図 2-1-1　土の三相構造 図 2-1-2　施工含水比と特性関連図 1）

図 2-1-3　土構造物の分類
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「BookけんせつPlaza」 03-6868-0901

● お申し込み・お問い合わせは ●

申　　込　　書

定価4,400円
（本体4,000円＋税） 申込数　　　　　  　冊土木施工の基礎技術

内容見本


